
キラッとひかる
企業の知恵を
ご紹介

熟
練
技
の
ガ
ラ
ス
製
造
に

顧
客
満
足
を
生
み
出
す
仕
組
み
を
プ
ラ
ス

忙
し
さ
の
偏
り
を
解
消
し

技
術
習
得
の
チ
ャ
ン
ス
を
提
供

当
た
り
前
の
見
直
し
か
ら

無
駄
・
非
効
率
を
改
善
！

主
観
を
排
し
た
客
観
検
査
で

品
質
製
品
を
安
定
供
給

零細企業と中堅企業の特長を掛け合わせ
山口硝子製作所は、従業員全員が職人というモノづくり集団です。

複雑で専門性が求められる注文に高い技術力で応えることで、得意先であ

る大手メーカーなどから大きな信頼を得てきました。その一方で、経験や勘、

あるいは昔からの習慣として片づけられてきた仕事のやり方を見直し、チェック

シートを用いて職人の作業工程を改善したり、外観検査基準を設けて品質を安定

させるなど、仕事の処理手順と手続きを明確にすることで生産効率や収益率を

高めています。これはベテラン職人の自尊心に関わる取り組みで、当初はなかなか

機能しませんでした。ですが、「顧客に満足してもらうため」という意識を浸透させ

る取り組みを粘り強く行ったことで、ベテラン職人の理解を徐々に得ることができた

といいます。これによって、難易度の高い少量生産品だけでなく、納期やコストがよ

り厳しい中量生産品についても迅速な対応が可能になり、仕事の幅が大きく広がり

ました。零細企業と中堅企業、両者の特長を併せ持つことで、独自の存在価値を示

すことに成功しています。

解 説 山口硝子製作所
代表者／山口　誠
住　所／京都市左京区新丸太町仁王門下ル 59
TEL ／ 075-771-2033
URL／ http://www.yamaguchi-glass.com/　
事業内容／理化学用ガラス器具、装飾用ガラス
　　　　　製品等の製造・販売

　
創
業
以
来
、
一
貫
し
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
手
仕
事
に
こ
だ
わ
り
、
理
化
学
用
の
分

析
・
計
測
装
置
等
に
使
わ
れ
る
、
よ
り
複

雑
で
専
門
性
の
高
い
ガ
ラ
ス
器
具
の
製
造
を

手
が
け
て
き
た
。「
知
恵
の
源
泉
は
、
社
員

が
安
心
し
て
働
け
る
家
庭
的
な
社
風
」
と
代

表
の
山
口
誠
さ
ん
。
ガ
ラ
ス
加
工
に
は
、
引

伸
ば
し
や
曲
げ
、
玉
吹
き
、
封
じ
な
ど
7
つ

の
基
本
技
術
が
あ
る
が
、
そ
の
す
べ
て
を
習

得
す
る
の
に
10
年
以
上
か
か
る
。
ベ
テ
ラ
ン

職
人
が
手
本
を
見
せ
て
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に

真
似
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。「
職
人
を
育

て
る
こ
と
も
私
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
て
い

る
」と
副
代
表
の
信
乃
介
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　
同
社
で
は
、
5
0
0
種
類
以
上
あ
る
製
品

に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
リ
ー
ド
タ
イ
ム

（
生
産
時
間
）
を
設
定
し
、
例
え
ば
A
さ
ん

が
リ
ー
ド
タ
イ
ム
10
分
の
仕
事
を
月
に

5
0
0
個
抱
え
て
い
る
場
合
、
10×

5
0
0

＝
5
0
0
0
分
と
い
う
よ
う
に
、
職
人
の
忙

し
さ
を
目
に
見
え
る
形
で
定
量
的
に
測
定
。

能
力
に
応
じ
て
均
等
に
仕
事
を
割
り
振
り
、

特
定
職
人
へ
の
負
担
の
偏
り
を
な
く
し
た
。

そ
の
結
果
、
若
手
職
人
が
空
い
た
時
間（
就

業
時
間
の
2
割
程
度
）を
利
用
し
て
、
未
習

得
技
術
の
訓
練
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
ほ
か
、
現
場
に
お
い
て
数
を
こ
な
す
だ
け

の
単
純
作
業
に
陥
る
こ
と
を
防
ぎ
、
製
品
の

品
質
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
理
化
学
用
ガ
ラ
ス
器
具
の
製
造
で
は
、
顧

客
か
ら
渡
さ
れ
た
設
計
図
を
忠
実
に
再
現
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
設
計
図
に
応
じ

て
、
最
適
な
加
工
順
番
を
考
え
て
い
る
」。
一

見
、
同
じ
よ
う
な
工
程
で
も
、
手
順
を
誤
る

と
ガ
ラ
ス
が
破
裂
し
た
り
、
余
計
な
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
、
生
産
の
ロ
ス
が

大
き
く
な
る
。

　
同
社
で
は
、
半
年
に
一
度
「
所
要
時
間

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
定
期
的
に

受
注
が
入
る
中
量
生
産
品
に
関
し
て
、
一
人

ひ
と
り
の
職
人
が
ど
の
よ
う
な
順
番
で
作
業

を
行
い
、
ど
れ
く
ら
い
時
間
を
か
け
て
い
る

か
を
確
認
。
今
ま
で
の
当
た
り
前
を
見
直
し
、

無
駄
・
非
効
率
な
部
分
を
洗
い
出
す
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
あ
る
製
品
を
作
る
と
き
、

そ
れ
ま
で
は
最
初
に
「
突
き
」（
内
径
を
絞

る
作
業
）
を
、
そ
の
後
に
「
磨
り
」（
ガ
ラ

ス
管
を
研
磨
す
る
作
業
）
を
行
っ
て
い
た
が
、

そ
の
前
後
の
工
程
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
、

リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
半
分
近
く
に
短
縮
、
コ
ス

ト
も
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
近
年
、
分
析
・
計
測
装
置
は
よ
り
精
密
に

な
り
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
に
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
ガ
ラ
ス
管
の
外
径
形
状

は
そ
の
ま
ま
で
、
内
径
の
表
面
積
を
広
げ
た

い
と
い
う
要
望
に
対
し
、
細
い
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー

の
炎
で
加
工
す
る
独
自
技
術
を
使
っ
て
、
内

側
に
小
さ
な
窪
み
を
つ
け
る
ア
イ
デ
ア
を
提

案
。
顧
客
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。「
手
仕

事
を
通
し
て
磨
い
て
き
た
問
題
解
決
力
が
私

た
ち
の
強
み
」
と
山
口
代
表
は
話
す
。

　
機
械
に
頼
ら
な
い
手
仕
事
の
小
規
模
企

業
に
と
っ
て
、
品
質
の
良
い
製
品
を
い
か
に

安
定
的
に
供
給
す
る
か
が
一
つ
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
ガ
ラ
ス
は
透
明
で
キ

ズ
や
カ
ケ
の
見
分
け
が
つ
き
に
く
く
、
現
場

の
職
人
が
経
験
に
基
づ
い
て
判
断
を
行
っ
て

い
た
。
同
社
で
は
、
不
良
品
の
定
義
を
明

確
に
す
る
た
め
、
顧
客
の
過
去
の
ク
レ
ー
ム

情
報
等
を
も
と
に
「
外
観
検
査
基
準
書
」

を
作
成
。
表
面
キ
ズ
、
口
歪
み
、
曇
り
、

カ
ド
カ
ケ
な
ど
何
十
項
目
に
渡
る
検
査
を

ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、
品
質
の
バ
ラ
つ
き
を

な
く
し
、
不
良
品
率
を
0.

0
7
％
以
下
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
手
得
意
先
か

ら
7
年
連
続
で
満
足
度
A
評
価
を
受
け
る

な
ど
、
市
場
に
お
け
る
信
頼
度
は
非
常
に

高
い
。

　
今
年
3
月
、
京
都
府
「
知
恵
の
経
営
」

実
践
モ
デ
ル
企
業
に
認
証
さ
れ
た
。
技
が

も
の
を
言
う
世
界
で
、
今
、
な
ぜ
何
の
た

め
に
会
社
の
や
り
方
や
ル
ー
ル
を
見
直
す
の

か
？
「
報
告
書
作
成
を
通
し
て
、
経
営
者

と
職
人
の
思
い
を
一
つ
に
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
副
代
表
は
振
り
返
る
。

　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、

一
途
に
手
作
業
の
技
を
守
り
続
け
る
山
口
硝

子
製
作
所
。
日
本
の
科
学
分
野
の
礎
を
支

え
て
い
る
と
い
う
小
さ
な
工
場
の
自
負
が
、

そ
こ
に
は
あ
る
。

応援します！ 相談
無料

TEL：075 -212- 6470
（中小企業経営支援センター 知恵産業推進室）

創業・経営革新・知恵の経営に取り組む
企業のご相談にお応えします。

代表の山口誠さん

用途に応じたガラス部品を供給している。

副代表の山口信乃介さん

ガラス管を加工する工程。
手仕事で顧客ニーズをつかむ。
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